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斎 藤 綱 子
1.は じめに
中 世ベルギ ーにおいて は、住民共 同体が11世 紀 頃か ら徐 々 に姿をみせ始 め、13世紀 半ば に
は自他共 に実体 を もつ社会的 グループ としての位置 を確立 し、史 料中 口η'ye樒4α5,co脚π甜 嬬,
1εco〃1〃3卿とい った名称 で呼ばれ るよ うにな る〔9。筆者 はか って12世 紀半 ばか ら14世紀半 ば
までのエノー地方の都市と農村の 自由と自治を検討 したが、共同体の自由 と自治が大き く変
容 して い くの は、 ま さにこの時期 であ った 。す なわ ち、共 同体 の確 立期は 、封 建的 支配者層
自体 の権力 が分化 し重層化 して い く時期 と言 え る。エ ノー伯 領で は、1200年に伯領全体 に適
用 され る最初 の刑法(「刑 法法書 」Ch飢ep6nale)が制定 され②、伯 によ る政 治的集 権化が 開
始 された。他方 、共同体 とバ ン領主 との慣習的諸関係 を成文化 した慣習法文書(cha随e-loi)で、
高度の自由の指標 とされた行政的 ・司法的 自由は、13世紀後半以降大 きく後退 し、慣習法文
書における争点は、領主制的賦課や共同地使用権、 さらに居住地内の日常生活 に関する規制
に移 って い った(31。14世紀 にな る と、 首 邑MonsとValenciennesの法 を母 法 と して 詳 細 な刑 法
規定が諸村落 に首邑慣習法文書 として賦与 され、他方、在地領主 と共同体の関係は、エ シュ
ヴ ァ ンやメール によ って各居住地 の全世帯主が召集 されて開催 され る全体集会(plaidsg6n6raux)『
において、領主の権利を明 らかにするために所領民によって申告 された内容を記録 した判告
書 (recordsdescoutumes,WclstOmer)によ って 定 期 的 に 確 認 ・更 新 さ れ て い く(91。同 時 に この
時期注 目され るのは、唇住地 の領主 によ って布告(ban)4iが出 され、共同体 の 日常 生活を具
体的 に規 制 して い ってい ることであ る。 このよ うに12世 紀 半ばか ら13世紀半 ばの政治的 ・経
済的 ・社 会的転 換期 に共同体 に と って大 きな関心 で あ った政治 的 自由は、領邦 君主 ・在地領
主 ・共同体の問での権力の分掌化が進展すると共 に後退 し、共同体の自由は 日常の社会生活
の枠内に限定 されていらた とみ られる。この状況の中で、13世紀以降諸権力の関心を引きつ
け 、 これまで とは異 な る政 策 と して現 われ るのが 、食料 供給 問題 で ある。
様々な条件によ って食糧確保が脅かされる中世 においては、安定 した供給は管理 と一体性
θ
をな して いる。中世後期 の低地地 方 の都市 の食糧 供給政 策 につ いて は、 フ ァン ・アイ トフ ェ
ンはそ.の目的を、1)都市大衆の騒憂を避けるために十分な食糧を供給 し、同時に商人と生産




の禁止 に あ り、 これ らの点 につ いて様 々な法的措置が構 じられた として いる㈲。各居 住地 の生
活関係条例で行政当局 の重要な統制の対象となっている食品は多様であるが、その中でパ ン
な い し小 麦、 肉、ぶ ど う酒が早 くか ら現 われて いるn。だが 、 これ らの うち、前2者 が 基 礎的
食品 で あるの に対 し、 ぶ ど う酒は 、特 に外 来産 に依存 せ ねば な らな い地域 では 、少 々性格 を
異 にす る。 この ような地域 では、 ぶ どう酒 は人 々に坑 し難 い魅力 を もつ ものの ・嗜好 品 的性
格 を強 くもって いる ことか ら、比較 的容易 に課 税の対象 とな ると共 に、 それが 治安 に及 ぼす
影響の故 に権力が 日常生活 に介入する契機を与えるものであ った。
本 論 は、以上 のよ うな観 点 か ら、現 ベル ギー南部 とフ ラ ンスの北部 に またが る中世 エ ノー
地方におけるぶどう酒の供給 と消費 とを取 り上げて、西欧中世において人々の日常生活が ど
の時期 か ら行 政権 力や管理 の対 象 とな って い った のかを探 ろ うとす るものであ る。
エ ノー地方の市民や農民の日常生活を探ろうとする場合、領主 と所領民の関係を規定 した
上述 の文書 が手 掛か りとな る。表 に示 したよ うに、管見 の限 り、ぶ ど う酒 につ いて の言 及 は
51文書 に見 出 され る。特 に筆者 がかつ て分 析を行 な った55慣 習 法文書の うち15文 書 に、判
告書 と首 邑慣習法文書については ヴリース トが集成 している26文書中19居住地のそれにぶ
ど う酒が言及 されてい る。筆 者はエ ノー伯領の居住地 を ボンヌ ・ヴィル(bonnesvilles)を基
準 として都市 と村落に区別 したが、この基準に従うと、都市 とされるのはLandrecles,Ath,Bouchain,
Bavay,Maubeuge,Mono,Binche,LeQuesnoyのみ で 、他 は村 落 で あ る 。他 方 、居 住 地 の規 模 を
M.アル ヌールによ って詳細 に検討 された戸 口調査 と租税台帳か らみる と(B7、表 に示 した よ うな
戸数ないし人 口数を各居住地が もっている。従 って、都市 と農村の区別や人口数による居住
地 の規模 と、ぶ どう酒消 費の有無は特 別の対 応関係 を示 して はお らず、14・15世紀 には殆 ど
の居住地でぶどう酒が飲用されていたと言える。地理的分布については、慣習法文書が史料
とな る12世 紀 につ いては、Soissons地方 やLaon地方 とい ったぶ ど う酒産 地 に近接 した南 部
の ア ヴ ェ ー ヌ領 主 の 所 領 、 河 川 沿 い(Haspres)、ロー マ 街 道 沿 い(Forest)、伯 の 宮 廷 所 在 地
(LeQuesnoy)にみ られ る。13世紀 にな ると、この時期の慣習法文書 や伯の所 領台帳 には、都
市 も農村 も含 まれ てお り、ぶ どう酒 の普及 はかな り一般化 し、14・15世紀 まで広 げ る と、主
も
要な路線を離れた居住地が多 く現われている。
以下の章では、まず居住地 におけるぶどう酒の販売に関す る規制を考察 しこ次 にその消費
者が どのような階層にわた っていたのかを捉えることか ら、食生活の管理 と政治権力との関
係 を探 ってみ た いと考 え る。
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1匿.ぶどう酒 の 供給者 酒屋 とぶ どう酒商 人一一
本稿で取 り扱 う史料の多 くが触れているのは、ぶ どう酒の運搬 ・販売の規制に関 してであ
る。 それ らの内容 を男振 す る ことか ら、 どの よ うな点 が規制 の対象 とな って いた のかを 、 ま
ず みて い くこ とに した い。 ぶ ど う酒 の運 搬 ・販売 に関 して殆 ど の文 書 に現わわ れて いるの は
ぶ ど う酒 販 売 税 ノb川8加2(forage,afforage)であ り、 それ に安 全 通 行 税w'π08∫μ〃2(winage)が
数文書 にみ られる。あ らか じめこれ らの税の性格について述べてお こう。ノbro8勧!の語は、ノbrαrε
(樽に穴 を開 ける)か らきてお り、酒屋 がぶ ど う酒や その他の飲 料(ビ ール、蜂蜜 酒)を 売 る
ため に樽 を開 け る場合 、領 主 または その代理 人で あ るメール も しくはエ シュヴ ァ ンが ぶ ど う
酒の価格 を決定す るが・この時一定量のぶ どう酒の支 払いを販売税 として課 され るω。 所〃08'μ〃1
は、上級裁判領主がその裁判権行使領域において、商人 と荷物の通行の安全を保障す る代償
と して商人 と護送 団か ら徴収す るもので ある。 海ηα8加3の徴収 区域 は、 プ レヴォ管轄 区な い
しバ イイ管轄区や シャ トラン管轄区 とほぼ一致 し、各管轄区の首邑の税表に従 って複数の税
徴収場所で税が徴収 されている②。
ぶ どう酒販売に関する叙述が現われるのは13世紀前半であ り、酒屋 とぶどう酒商人 といっ
た分業が明確 にみ られ るのは、14世紀の判告書 と首 邑慣習法文書 においてであ る。従 って、 そ
れ以前 については大きな動 きを探るにとどま らざるを得ない。
1200年までの慣習法文書には8文書にぶどう酒の言及がみられるが、各居住地にぶどう酒
を運搬 して くる人 々につ いて具体的 に触れ て いるのは、南 部の森 林 ・牧 羊地 帯 に位置 し、 ア
ヴェー ヌ領主 に属 する居住地に賦与 されたPrisch甲法系列の慣習法文書 においてである。Pfisches
法 が 伝 播 した テ ィ エ ラ ー シ ュ ・フ ァー ニ ュ地 方 は ぶ ど う酒 産 地 で あ るLaon地 方 ・Solssons




入 る幹 線路 の上 に位置 してい る(地 図参 照)(3)。まず、Prisches法では 『ブル ジ ョアの うちの誰
かが、 四輪 車 または二 輪車 、 もしくは馬 均・ロバ に積 んで この村 にぶ ど う酒 を運 び込 み、 それ
を売 ったな らば、 それ につ いて いかな る賦課祖reddi加sも支払わ ないで よい。 しか し、彼 自身
も しくは他 の者が このぶ どう酒 または他 のぶ ど う酒 をぶ どう酒販売 税foragiumに従 って売 ろ
う と した 場 合 は 、 四 輪 車 か らは1ス テ ィエsextarius(約11。36リッ トル)、 二 輪 車 か らは2分
の1ス テ ィエ、馬 と ロバ の積荷か らは1オ ボル分のぶど う酒を出すで あろ う。 外来者 は ここに
ぶ どう酒 を もって来 た場合、四輪車 か らは4ド ゥニ エ、二 輪車か らは2ド ゥニエ、馬 と ロバの
積 荷か らは1オ ボルを出すで あろ う』(4条)C4:とされて いる。 ところでPfisches法系文書 には
販売税の徴収とその金額は明記されてはいるが、後の文書 にみ られるような販売の具体的面
で の記 載 は一 切 ない。安全 通行税 につ いて も、Prisches法ではその対象 とな る商品は記載 され
ず 、その支払 いが明記 され て いるのみ であ る。上記の文章か らす ると、 この地方 で は12世 紀
半 ば には、 ぶ ど う酒 は車 のみ な らず、 それ よ りは運搬量 の少 ない馬 、 ロバ を使 って 、 ブル ジ
ョア 自身 、 も しくは外来 の商人 に よ って もち込 まれて いる。 ブル ジ ョア はそれ を 自分 で村 内
で販売 す る場 合 もあ り、他 の者 が買 い取 って改 めて販売す る場 合 もみ られ る。 これ らのぶ ど
う酒 を運 ん で来 るブル ジ ョア は、 その 中に半 ば商 人化 した人 々が いた と して も、商人 とは 呼
ばれておらず、ブル ジョアが自家消費のためを含めて産地へ特別の規制を受けることな く出
向 いて いた様 相が推 測 され る。 その中で1200年に発給 され たLandreciesの法 にな ると、 『ぶ
ど う酒 を小 売 す る酒 屋 』 《tabemariusqulvinumadbrokamvendiderit》が 現 わ れ て お り、 四 輪 車
または二輪 車 で運 ばれて くるぶ どう酒 につ いて も、ぶ どう酒販売 税 と して2分 の1ス テ ィエを
支払 って い る。 また安全通行税 について もrこ の村 に住むLandreciesのブル ジ ョアは常連 の商
人mercatorassuetusであれば、ぶ どう酒の みにつ いては完全 な安全通行税 を支払 い、他 の もの
につ いて は半 分の安 全通 行税 を支 払 う」、 さ らに この文言 に続 いて、 『彼 が常連 の商人 で な い
場合には、その家や家族のために必要 とする者は、その品物を安全通行税を支払わずに搬入 ・
搬 出 す る こ とが 出来 る」 と され て い る(S;。つ ま り、ぶ ど う酒 の幹 線 路 に あ た るLandreciesとな
る と、常 連 の商人が ブル ジ ョアの 中に出現 してお り、産地 か らの ぶ ど う酒 を運搬 して くる商
転
入 と、それを居住地内で販売する酒屋 との分業が姿をみせ始めて、両者に関す る規定が現わ
れてい るので あ る。だが こ こで も、彼 らへ の規定 は販売税 と安全通行税 の徴 収を 目的 と し、 そ
の免 除 もし くは額 の固定化 が ブル ジ ョアの特権 とな って い るので あ って 、販売 と消費 につ い
ての配 慮 は全 く言及 され て いない。
ところで、13世紀 に入 る と酒屋 につ いての言及が増加 し、 その 販売 につ いての詳細 な規 定
が現 われ て くる。 さ らに14-15世紀 には都市 ではぶ どう酒 商人 がぶ ど う酒 流通 にお いて重 要
な位置 を 占あ る と共 に、 それへ の規制 も厳 しくな って い く。 そこで 、13世紀 以後 につ いて は
酒屋 とぶ どう酒商人を区別 し、それへの規制の時間的変化を含みなが らみていくこととした
いo
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い う語句 が ぶ どう酒販売 税 の語句 と共 に殆 どす べて の文書¢ み られ る。売 価決定 につ いて 初
めて言 及 されて い るのはOisyの法(1216年)で 、rエ シュヴ ァ ンが ぶ ど う酒 の販売 につ いて
価格 を定 あ る。 あ る者が エ シュヴ ァ ンの意 見 を無 視 してぶ どう酒 を売 った場 合 には 、彼 は領
主 に20ス ーを掌 払 う。売手 は カ ンブ レの正 しい量 目でぶ ど う酒を売 らね ばな らない。 あ る者
,
が不正 な量 目で売 り、エ シュ ヴ ァンの 証言 に'よって証明 されれ ば、彼 は領主 に60ス ー を支 払
う(6)とされ、エ シュ ヴァ ンによ る価格 の統 制 と不正 な量 目に よる被害 か らの住民 の保証が 姿
「
をみせ て いる。1247年のOnnaing-Quaroubeの法 になる と、『ぶ ど う酒 はバ イ イ とエ シュ ヴ ァ
ンを通 して価 格を決定 され、 価格以上 で売れ ば40ス ーを負 い、一年 間 ぶ ど う酒 を売 る こ とは
9
出来 な い。 村 に不正 なぶ ど う酒 が あれば、 価格を決 定 しなければ な らな い者 に調査 させ、 不
正 な もので あれ ば、 バイ イは酒屋 に一 日以 内 に取 り除 くよ うに言 わね ばな らな い。 彼が 取 り
除かな ければ、翌 日それ を廃 棄せね ば な らな い』⑰)と、違反者 への罰金 に加え て制裁処 置が指
一
丁 され てい る。 この よ うに13世 紀 前半 には価格 の決定 とその管理 が居 住地の行 政 に携 わ るエ
シュヴ ァ ン等 の任 務 とな って お り、質 の保証 につ いて、 消費者 を保護 す るとい う側 面が現 わ







































































































































































打 ち}llされ て くる。 これ らの主要 な内容 は表 に示 した如 くであ るが 、特 に エ ノ一拍 領 の首 邑
で あ るMons、 同 様 に ボ ンヌ ・ヴィ ル で あ るSoignies、森 林 ・牧 羊 地 帯 に あ るMarollles修道 院
領Maroillesにお け る 治 安 条 例(bandepolice)は詳 細 な内 容 を も っ て い る。1328年 にMons
の メ ー ル 、 エ シ ュ ヴ ァ ン、 メ ー トル に よ って 出 され た 『労 働 者 に関 す る条 例 』(Ordonnancedes
ouvrlers)の中 に 『酒 屋 』・(Tavreniers)と題 され た独 立 した章 が 含 ま れ{B'.、15世紀 の 写 本 が 残
って い るSoigniesの条 例 に も 『酒 屋 に関 す る布 告 』 《BansdesTavreniers》と題 さ れ た 章 が み ら
れ るf91。さ らに修道 院長 と共同体 の抗 争の結果1355年に院長がエ シュヴ ァ ンの同意の 下で 出
したMaroillesの布 告 で は、4条 項 で酒屋 の販売 につ いて具 体的状況 が述 べ られて い る(t3》。 こ
れ らの布告の内容は、多 くの居住地に散発的にみ られる規定をほぼ網羅的に含んでいるので、
酒屋がどのような手続 きでぶどう酒を販売 していたのかを、ここか ら簡単にまとめてみよう。
まず、酒屋はぶ どう酒を買いつけると、そのぶどう酒の産地 と値段を触れ回 らなければな
らな いが 、産 地 ・価 格 ・色 を偽 った り、 これ らの質 が異 な る酒 を同 じ酒蔵 に いれ る ことは禁
じられて い る。買 いつ け後一定期間(Monsで は8日 間)ぶ ど う酒 が澄む まで その まま保管 し
なけれ ば な らない。価 格決定 の ため にエ シュヴ ァ ンまたは メールがぶ ど う酒 の 提示 を要 求 し
た場 合 には拒 否 しては な らず、 その際 エ シュヴ ァンに 『あ なた は私 に損害 を与 え、適 正 な形
で私のぶ どう酒の価格決定を行なわなか った』と悪 口を言 った場合、罰金を課 されて いる(Leugnles,
N藍my-Maisi6re)(FD。価 格 が 決 定 さ れ る と、 樽 のC】か ら親 指7-8本 の と こ ろ まで ぶ ど う酒 を つ
めて 販売 す るが、 その場 合、厳 しく言 わ れて いるのは、質 を低下 させ た り、変 質 させ た りす
ることの禁止で、果実酒を混入 した りか きまぜた りしてはならないし、販売する場合は小売
す るぶ どう酒 のみ を取 り出 さねば な らない。 さ らに、一旦 価格を決 定 され たぶ ど う酒 の 販売
を拒否す ることは出来ず、ぶ どう酒の取引は売手 と買手が一緒にぶどう酒を飲むことによ っ
て成立 す ると されて い る。
酒屋 は、騒動 や混 乱 の温床 とな った とみ られ、酒屋 で夜飲 む こ とは禁 じられ 、宿泊 者 や主
人 の 招 待 客 で も1ロ ー(lot、約2リ ッ トル)以 上 を 買 う こ とは 出 来 な い(Maroilles)。ま た 、
与
ぶ どう酒 の販売 は行政 に よ る供給 確保 と結 びつ け られて お り、Soigniesでは酒屋 は価格 決定す
るに十 分 なぶ どう酒 を備 えて おかね ばな らず 、エ シュヴ ァンと ジュ レが 酒蔵 の検 査 を行 な っ
て いる。行 政政策 との関係 を さ らに示 して い るのが 、酒屋 に対 す る消費税 で あ るマ ル トー ト
の 徴 収 で あ り、 エ ノ ー伯 領 で は 、 都 市Mons,Valenciennes,Soignlesなど ・一 の み な らず 、
EnglefontaineやForestとい った村 落 で もマ ル トー トが ぶ ど う酒 に つ い て 課 さ れ て い る。 例 え
ば、Soigniesではr大 量 に売 った もの につ いて文句 を言 わ ずに、マル トー ト徴収人 に支 払 う』
ことを義務 づ け られ て い る。特 に都市 は、 マル トー トと付加 税を徴 収 す る権 限 を領主 か ら与
え られてお り、ぶ ど う酒が都市財政 に占め る割合 は大 きい。Monsの場 合、ぶ ど う酒 のマル トー





の布 告 で は 、「共 通 の利 益 の た め に定 め られ たpourcommunpourfitordennetest』と され て い る
よ うに、酒屋は公共的性格 を もち、ぶ ど う酒の供給が行政権力 によ って押 し進 め られ て いる。
首 邑慣習法文書 は首 邑の秤を用 いることを規定 し、秤 についての不 正を厳 しく罰 して い る。例
えば、Hellesmesでは、『公共 の酒場 、酒屋』《cab離eulsoutabvernierspubllques》は 『Val ndennes
の秤 によ って メール とエ シュヴァ ンの監視 の下 で正 しい秤 を もっ こと、不 法な秤 や小 さす ぎ
る秤 は破 棄 され る こ と』 と され 【'3}、Melleでも 『この 村 の公 共 の 利 益 の た め に 』 《pourlebien
pubhcq且adicteville》宿 屋 、 酒 屋、 酒 場 の 主 人 は 、 ぶ ど う酒 、 ビー ル 、 そ の 他 の 飲物 を 正 しい
秤で売 ることが 義務づ け られて い る(14。
13世紀半ばまでは、価格決定権を領主が掌握することで消費者の利益を守るという点に留
まっていたのだが、この時期以降行政権力の介入が強化され、供給の確保と品質の保障が人々
の 日常生 活の統制 と抱 き合わせで出て きてお り、14世紀半 ばになる と、「公共の利益」の名 目
の下 で、 その販売 は規制 され てい るの であ る。
同様の状況は外 国産ぶ どう酒を扱 う商人(viniers)につ いて もみ られ る。ぶ ど う酒商人 は、
エ ノ ー地 方 で はva且endennes,Mons,LeQuesnoy等の都 市 で み られ るが 、 ぶ ど う酒 商 人 の 都 市
内 で の 活動 につ いて 、Monsの 条 例 を 取 り上 げ て み よ う㈲ 。Monsで は 、1287年 に はAuxcrre,
laRochelle,St.Jeand「Angelyから、1317年にはLaon地方か ら、14世紀 後半 にはRivi6re,Auxerre,
Beaune,Poitiers地方 、 ス ペ イ ン、 ガ ス コ 一二 ュ、 ギ リシア、 グ ラダ ナ 等 多 様 な地 域 か らぶ ど う
酒が もち込まれている。まず、商人はもち込んだぶどう酒を取 引す る場合、当事者間の取引
の進行 をはか る任務 を負 う仲介人(courtier)の立合 いな しに売 る ことは出来 な い。仲介人 は
当事者間の取引の進行をはかる任務を負 っているが、その仲介料は公権力 によって定め られ
て いて、いわば公 的性格を もって お り㈲、先 のMons布告 では4名 の仲介 人の名が明示 されて
いる。ぶ ど う酒 商人 も酒屋 につ いて前記 した と同 じ事項 につ いて、不正 を行 な うことを禁止
されてお り、彼 ら も価格決定後15日 以 内にぶ どう酒のマル トー トを計算 され支払 うことを義
務 づけ られ て いる。
ぶどう酒商人 も、公共の利益を理由とした行政権力の強い介入によって、都市にぶ どう酒
を供給す る ことを強制 され て いる。LeQuesnoyでは、都 市 にぶ ど う酒 を もち込 んだ者 は、プ
レヴォ とジュ レの許 可が ない限 り、都市 外 にそれ を もち出 す ことを禁 じられ、 都市 にぶ ど う
酒が欠乏 して いる場合 ジュレは商人 が所有す るぶ どう酒を買 い取 る ことが出来 た(171。Soignies
で もr酒 屋 も都市内 外めぶ ど う酒商人 も、都市外 に もち出すため に大量 に売 って はな らな い。
必 要 が あれ ば 、都 市 は そ れ を 手 に入 れ る』{18⊃とさ れ て い る。14世 紀 のSebourgの慣 習 法G9⊃で
も、 酒屋 に小売用 のぶ ど う酒が な く、 それが居住 地内 にあ る場合 、 もしくは外来 の商人 が所
有 して いる場 合、 メールは価格 を決定 し、所 有者 に担保 を設定 して販売 させ る とい う形 を と
って い る。




この時期 取引 の過程 は分業化 され て いたわ けではな く、少 な くと も南部 において は、一般 の
農民が 自己消費と販売用のぶ どう酒を自分の裁断で産地へ求めにいっており、在地権力はそ
れ へ安全通行税 と販 売税 を課 して収益 を得たのみ であ った。 しか し、13世紀 以降 ぶ ど う酒 の
管理 は厳 しくなって い く。一 方で消 費用ぶ ど う酒の確保 と 日常生 活 に及 ぼす治 安上 の影響 へ
の規 制は、「公共 の利益」 と観念 されて、 その取引 ・消費の統 制 は行政 権力の重要 な任務 とな
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者 につ いては多 くの研 究が 出 されて きたが 、その主要 な論 点は、ぶ ど う酒 の消費者 を、 ぶ ど
う酒非生 産地の都市 の富裕 ブル ジ ョアで あ った とす る ピレンヌ"}の考 えをめ ぐってで あ った。'
この意見は、国際的商業の動 きをみる限 り、現在にいたるまで多 くの研究者によって支持さ
れて い る②。 しか し、以上 でみて きた よ うに、 エノー地方 で は13世 紀 には都市 のみ な らず農
村 に も酒 屋が存在 し、14・15世紀 に はその間隙が埋め られて、全 エ ノー地 方で小村落 に至 る
までぶ ど う酒が 飲用 され て いた とみ られ る。 ここで は、ぶ どう酒が エ ノー地方の一 般民 衆 の
日常生活にどの程度の比重を占めていたのかを探 ってみた い。
北ヨーロッパにおけるぶどう酒消費拡大の要因 として、宗教的典礼用や薬剤用に加えて、寒
冷な気 候 に対 す る気 つけ用 、 そ して流行 が あげ られ る。 なかんづ く、娯楽 の少 ない中世 にお
いてぶ どう酒が慰めを与え、ぶどう酒商業の発展 によってその飲用が加速度的に広が ったこ
とは想 像 に難 くな い。 エ ノー地方 の状態 も全体 と して この よ うな ものであ った ろ う`3}。
1200年頃まで にぶ ど う酒 は どの社会 階層 まで浸透 して いたのか 。教会 ・修道院、富裕 なブ
ル ジ ョア ジーは ここで はお いて お き、農民層 も しくは都市 の下層 者 に絞 って考察 してみ よ う。
前 章で みた よ うに、Prisches法が伝 播 したエ ノー南部で は12世 紀 半 ば にばぶ ど う酒 に関 す る
税の固定化 もしくは免除が慣習法文書の自由の一つ として現われているが、その特権享受者
は マ ンス 保 有 農 で あ っ た(4)。1200年のLandreρiesの文 書 に み られ る よ う に、 商 業 用 に加 え て
自家消費用ぶ ど う酒を 買い求 めて いるの もこれ ら農 民であ った。 また、1233年のSolesmesの





出す』 とされ 、パ ン ・肉 と共 にぶ ど う酒 のみが具 体的 にあげ られ てお り、 しか も、ぶ ど う酒
につ いて は 「村 内で あ らか じめ プ レヴ ォ、エ シュヴ ァン、村 の長老 の許可 を得 て、 その定 め
た価格 によ るの で なければ、ぶ ど う酒 を販売出来 ない61と 、共同体の同意 が取 りつ け られ て
いる ことか ら、ぶ ど う酒が 人々 の生活 に与 え る影響が汲 み取 られ る。だが 他方 で、1201年に
伯 ボー ドワンによ って発給 され たNimy-Maisiereのメール職規定f6)に次の ような文言 がみ られ
るbま ず、 『メールは毎年裁判 集会の時 に、エ ノー地方 の他 のメール に倣 って、ぶ ど う酒 な し
の 三 度 の 食 物triaporsoniacybariGrumsinevinumを出 さねば ば らな い』、 つ いで 『プ レ ヴ ォ は同
じ日メールにその食卓 にお いてぶ ど う酒つ きの豊 かな食事praediuminmensasuakonestumcum
vinoを、 ま た 、 メ ー ル の フ ァ ムル ス に はぶ ど う酒 な しの 食 物cibumsinevinoを出 さ ね ば な ら
な い』。ぶ ど う酒 はメール または プ レヴォには供 され、 その食事に は 『豊か な』《honestus》と
い う形容 詞が つけ られ て いるのに対 し、一般の農民 も しくは家内使用人 には出 され てお らず 、
またテ ーブルを調 えた食事(praedium)には出され るが、単 なる食物(cibium)はぶ ど う酒抜
きで あ った。 ここか ら推量 す る と、 この時期 のエ ノー地方 ではぶ ど う酒が 、人 々の生活 でか
な りの位置を占め始めていたことは確かであ'るが、基礎的食品として階層を問わずふんだん
に常飲 され る飲 料で は なか った とみ られ る。
先述 した よ うに、低地 地方 で は13世 紀 以降本格的 なぶど う酒商業 が始 ま り、ぶ ど う酒 の需
要が増大す ると共 に、ぶどう酒の販売が詳細 に規制 され、秩序維持に関する規定が現われ始
め た。 この時期 の村 落の中 でぶ ど う酒 販売 に関 す る詳 しい規定 を含ん でい るのが、Maroilles
の布告 とLeugniesの首 邑慣 習法 文書で あ る。森林 ・牧草 地帯 に属す るMaroillesは既 に1245
年 にMaromes修道院 長か ら慣 習法文書 を取得 して いるが、 この法 はPrisches法と同様 に刑 法
関 係の条 項 を多 く含み 、ま たエ シュ ヴァ ンと ジュ レの選出 に も共 同体 の意志が 強 く働 いて い
る点で 、高 い度合 の 自由を享 受 して いる とみ なされ る もの であ った。 この文書 の残 りの条 項
は穀物 ・家畜 ・水流 ・牧草地 に関す るもので あ り、Maromesは農村 的経済 の強 い居 住地 で あ
った と言 える。MaroiHesの共 同体 はその後牧草地 を巡 り、修道院長 と係争を繰 り返 して お り、
カ ンブ レ司教 、エ ノー伯、 さ らには教 皇の介入 を受 けて最 終的に両者が和解 した結果 が1355
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年 の布告 で あ った。 この布 告 は60条 か らな る長 い ものであ るが 、その主要 な内 容をみ ると、
牧草 地 ・耕地 関係 が19条 項 、市 にお ける取 引関係が10条 項 、火事 ・賭博 ・売 春 ・刀剣携 帯
とい った治安 に関す るものが8条 項 、そ してぶ どう酒 に関す る規制が前述 したよ うに4条 項 に
み られ る。 ここで の市 にお け る取 引 も、ぶ どう酒 を除 けば、穀物 ・家畜 ・パ ン ・バ ター とい
った局地 的商 品 に限定 され、 この時点で も農業的 色彩 の濃 い もので あ る。 ただ し、Maroilles
の位置か らぶどう酒運搬 ・取引に従事する在地商人がみられ、伯の1334U年 の会計簿 には
ColartdeMaromesとい うぶ どう酒商 人がぶ ど う酒 の運搬 につ いての支払 いを受 けて い るm。
このMaroillesの布告 では酒屋 で夜飲 む村民 は罰 金を課 され、酒屋 は一度 に1ロ ー(1ポ ッ ト)
以上 を売 るこ とを禁 止 されて い る。 この こ とは、夜間 に飲み に来 た り、多量 のぶ ど う酒 を買
お うとす る人々が存在 し、この村で もぶ どう酒飲用が 日常生活に浸透 していることを示唆 し
一15一
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て いよ う。農民 が主 要 な消費者 で あ る点 はLeugniesでも同様で あ る。 ボ ン ・エ スペ ラ ンス修
道院がMonsの慣習法を首 邑慣習法 として1398年に与えた刑法 にも、ぶどう酒の販売関係条
項 は11条 項 と圧 倒的 に多 いが 、残 りはエ シュヴ ァンの裁判 関係2条 項 、耕地 ・牧草 地関 係ll
条 項 、道路 ・垣 ・水 流関係3条 項 とな って い るの であ る。
他方、この時期の都市の状況に目を移すと、ぶどう酒の飲用が社会生活に支障をきたす程
に下層 の人 々 にまで広 が って い る。1328年に出 され たMonsの酒屋 に関す る条 例 は、人 々、
特 に下層者の生活 にぶどう酒が看過 し得ない影響を与えていることを示 している。 この都市
では、酒 屋での飲酒 の習慣が広が り、その結果P多 くの労 働者 やその他 の下層民plusieursgens
laboureursetaultredepetilestatが… 酒 屋 に飲 み に行 き、 多 額 を 浪 費 し、つ けが 発 展 す る こ と
で、 ばか げた買物 を し、その ぶ ど う酒 を支払 うこ とが出 来ず、 それ によ って人 々、特 に酒 屋
と都市 に損害をもた らした。 というのはこのために、妻や子供への負担 をもた らしたか らで
あ る。 … 酒屋 は多 くの悪 、常軌 を逸 した不幸 な論争 の場 所 とな った』 と し、 『都市 ・住民 ・
商人 の公 共の利益1ebiencommunetpubhque』の保全 の ために、今後現金 も しくは十分 な担保
を設定 した販売以外を禁 じて いる(E〕。 ここに言 う 『労働者』は具体的 に示 されて いな いが、Mons
では1265年には毛織物会館がみ られ るように、既に毛織物工業が発展 し、14世紀以後飛躍
的 に成 長 して お り⑲、手 工業 労 働者 が酒 屋 の主要 な利用 者 で あ った ので はな いだ ろ うか。
以上 か らみ ると、12世紀 にはぶ どう酒 は大量 に飲 まれ るには高価 な ものであ った と して も、
既 に都市の富裕者のみならず農民層か らも愛好される飲み物であった。中世後半になると、ぶ
どう酒商業の発展 と共に商人 による恒常的供給によ り、それは一般の農民層や都市の下層労
働者 といった広 い層の人々の生活の中に浸透 して いき、その飲用は社会生活の秩序 に影響を
及ぼ した。同時に大量消費による消費税収入は居住地の財政を支え、そのために一層の管理'
が必要 とされ る中で、ぶどう酒の十分かっ公平な供給は行政当局の重要な任務 とな っていっ
た。そこか ら供給 の保証の裏返 しとして、公共の利益を名 目とした 日常生活の管理が強化さ






















外来のぶ どう酒に依存 しなければならないエノー地方では、ぶ どう酒消費の増大 によるそ
の確保の必要は、徐 々に人々の生活を規制する制度 の中に組み込 まれていった。だが、管理
の出現は単 にぶどう酒消費の増大にのみ起因するのではない。14世紀後半以降領邦君主 たる
伯の権力が確立 していく中で、裁判 ・財政におけるその支配権が強化 され、地方権i力(在地
領 主 ・共同体)は その徴税の下部機関 とな っていった。12世紀半ば以来、慣習法の成文化 に
よる既存の権利の確認とい う形で取得された共同体の自由 と自治の うちで、バ ン領主と共同
体 との重要な折衝対象であ った裁判権や軍役は、領邦君主権 に吸収され、慣習法文書の本来
の役割は大 きく後退 していった。 この時期の共同体の自由と自治は、在地領主 による領主制
的賦課や共同体内部の生活をめ ぐって展開す ることとなる。本稿で史料として利用 した、布
告や判告書、首 邑慣習法文書が共同体を規制 し、同時にその自由を保証する手段 となって現
われ た の は この時期 で あ った。
こ こで 注 目 さ れ る の は 、 これ らの 文 書 が 、f公 共 秩 序 」(police,ordrepublic)の維 持 な い し
「公共の 利益 」(communprofit)の保証 を強調 して いる点 であ る。 「公共」 と言 う語 の概 念を定
議す るこ とは難 しいが 、行政 を 受 ける側 に と って有益 であ る(etreutlle)とい う観念が強 く打
塁
ち出 されて いよ う。 しか し他 方で 、政治 権 力が統 制 を行 う場 合 の論理 と もな って い る。 この
点はまさに当局による食糧供給に現われているのであって、ぶ どう酒は外か ら供給されねば
ならないと共に、その飲用が治安に問題 を生 じるが故に、当局の規制を強 く受 けたのであっ
た 。
で は、共 同体 は この よ うな管理 に どの よ うに関与 したの か。領主 によ って課 され る販売 税
を徴収 し、居住地の秩序維持を実際に遂行するのは、領主によって共同体の中か ら選ばれ る
メー ル、エ シ ュヴ ァ ン、 ジ ュ レであ った。 他方彼 らは、共 同体 の利益 とつな が る、ぶ ど う酒
の十分かつ公平 な供給 ・販売 と、質量の維持を任務 としてお り、共同体の利益代表者で もあ
っ た 。 さらに、領主 によって出された布告 も実際には共同体の慣行を無視 して制定 された も
ので は な く、 メ ール や エ シ ュヴ ァ ンが そ の起 草 に 関与 して い る。例 えば 、Maroillesでは、1245
一 .17一
290
年 の慣習 法文書 で エ シュ ヴ ァ ンの選 出 に関 して 、任期 を一 年 と し、後任 の選出 は現職 エ シュ
ヴァンが修道院長の意見を入れて選ぶとされ、1335年の布告は、村落民と修道院長 との長い
抗争を経 て 『MaroiUesの修道院長 によ って 、Maromesのエ シュヴ ァンの同意 によ って』起草
され てお り、エ シュ ヴァ ンを代表 とす る共 同体 の勝 利 と しての一面 を も ってい た。 また、親
告書が作成 される全体集会での農民の役割は決議ではな く討議 にしかすぎないとして も、全
体集会は自 らの慣行を確認す るための農民の武器であった。
このように、ここで使用 した文書は部分的には共同体の確認を得 た上で作成されたもので
あ り、 その限 りで 共同 体の 自治 につなが る側面 を も って い る。ぶ どう酒 の確保 と、販売 をめ
ぐる不正 の防止 は共 同体 に と って の利益で あ り、 この時期 にお け るその 自由の現 われ であ っ
たと言え よう。 しか し他方、政治権力(領 主であれ共同体であれ)自 体 もそれを 「公共の利
益」 と呼び、秩序の名 目で個々人の裁断による自由な販売 ・購入を規制 し、租税 と罰金を財
政制度の中に組み込 もうとしたのである。「公共の利益」という観念は、共同体の生活を保証
するという面 と同時 に、行政制度の細分化が進む中で、その保証を請負 った権力による日常
生活の支配 という面を内在 させていた。拙稿で指摘 したように、自由の度合の強さを謳われ
た中世 盛期 の共 同体 の特権 も、 自由 と従属 の二面性 を もって いたが 、中世後 期 にお いて は共
同体が享 受 した保証 は管理 と表 裏一体 とな って現 われて いる。その場 合、後期 にお いて は、上
位権力によ り在地権力が下部構造と して位置づけられた ことか ら、共同体の主導力が介入 し
得る側面は盛期のそれよ りも縮小 し、 日常生活枠内に限定 されて いる点が、指摘 されねばな
らない。この時代における自由の対象の変化 とその射程距離の縮小、「公共の利益」を理由と
しての管理に裏打 ちされた保証は共同体の月由の発展なのか、後退なのか。中世盛期の共同
体か ら後期のそれ に何が残され、上位権力によって何が奪いさられたのか。そ して西欧中世
における共同体の自由とは何であったのかを、改めて問い直す ことが今後の作業となるであ
ろ う。
(さい とう け いこ)
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